
　愛知支部は21回展を迎えることができまし

た。高齢化に伴う会員減少はありますが、支部

会員の不断の努力の賜物であり、支部を支えて

頂いている皆様に感謝です。

　感染症対策は緩和され、日常が戻りつつある

ものの梅雨明けから続く猛暑のなか、刈谷市

美術館において美参会＆一線美術愛知支部絵

画展の開催にこぎ着けることができました。

　第73回一線展への出品を見据えて制作した

100～120号の作品6点を中心に総数42点（出品者9人）を展示することが

できました。

　常連の来場者は、大作をはじめ1人あたり2～5点の作品を一度に鑑賞で

きるこの展覧会を毎年楽しみにしているとのこと。私たちにとっては、本展

に向けた作品の方向性を確認できる機会でもあり、様々なアドバイスや気

づきを得るチャンスでもあり有意義な発表の場です。

　会期中には、中部支部の皆さんをはじめ、同期開催の造形絵画展に出品

した子どもさんや学生さん達も訪れてくれ、多くの入場者がありました。

　また、会場の一角に「一線展リーフレット・案内DM」を置いたところ、名

古屋巡回展に興味を示してくれる方が多くありました。名古屋巡回展への

来場と新人発掘のきっかけを期待するところです。

　猛暑日の連続ではありましたが、最終日まで多くの鑑賞者を迎えながら

会期を終えることができたことをお伝えし支部展の報告とさせていただき

ます。

一線美術愛知支部代表　鈴　木　康　則

一線美術愛知支部展を終えて

◦会　期…令和 5年 7月25日㈫～ 30日㈰

◦会　場…刈谷市美術館第 3展示室

◦来場者…1，570 人


